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本日の内容
①文献管理と論文作成
②EndNoteとは

③文献情報の取り込み
④参考文献リストの作成
⑤便利な機能

(ファイル管理、Find Full Text、グループ分け)

参考資料：
スタイルの追加
各種DBからの取り込み

(PubMed、医中誌Web、電子ジャーナル)
EndNote Webについて
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文献管理と論文作成(投稿規程)
①文献管理・・・論文を探す。

1.論文を探すには、まず、データベースを検索し情報を入手する。
2.本文入手する→電子ジャーナルや図書館にて冊子を見る。
3.コピーしてファイルするか、PC内に名前を付けて保存。

→ファイルを開けないと抄録は見れない。
→そもそもファイル名では何が何か分からない。
4.読んだ論文の書誌情報を管理する。→Excelなどで一覧する。

→再利用できない(投稿規定の表記はそれぞれの雑誌で異なるため)。

②論文作成

論文を作成する中で、最も煩わしい作業の一つが、投稿規定に沿って作成

 する事であり、論文の文末に記載しなければいけない、文末の参考文献集

 の作成です。

単純作業の繰り返しで、且つ、引用文献も莫大な量となります。

読んだ論文の情報を有効的に活用し論文を執筆する事で、
「時間の節約」、「PC内のファイル整理」などを実現するために

文献管理ソフトウェアが生まれました。
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文献管理・論文作成支援ソフト

EndNoteとは？

EndNoteは論文作成支援ソフトとして、世界中で約200万人の研究者に愛用されています。

U.S.A.のThomson Reutersが開発している英語ソフトです(日本語データにも対応)。

①

 
各種データベース・電子ジャーナル等から、文献情報を容易に取り込む事ができます。

②

 
文献情報の閲覧・検索・編集ができ、PDFなどのファイルを一元管理できます。

③

 
文中引用表記、文末参考文献リストを雑誌投稿規定に合わせて自動作成できます。

④

 
③で作成した参考文献リスト、本文中引用表記の並び替えなども簡単にできます。

⑤PDFファイルを自動ダウンロードする機能が追加されました。

(著作権上の問題があるので、ご利用には注意が必要です)
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Ｓｔｅｐ１

データベース検索

Ｓｔｅｐ２

書誌事項を取り込

 み一元管理

書誌情報

Ｓｔｅｐ３

参考文献を投稿規定に合

 わせて自動作成

書誌情報

フルテキストPDFファイルなどのファイル類も

文献の書誌事項と合わせて保存しておくことが可能。

(ドラッグ＆ドロップで簡単貼り付け)

投稿規定は3,000以上。

ご自身で投稿規定を作成することも可能。



「スタート」→「すべてのプログラム」→

 「EndNote」→「EndNote Program」

EndNoteの起動
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「Create a new free EndNote Web account*」
：EndNote Webの個人アカウントを新規に作成する場合。

「Integrate wuth my EndNote Web account」
：既に登録済のEndNote Webのライブラリを統合できるように
Webアカウントを設定する場合。

「Do not integrate with EndNote Web at this time」
：今は何もしない。
(キャンセルをクリックすると二度とこの画面は現れませんが、
別画面操作にて登録等の設定はできます)

※EndNote Webの個人用アカウントの有効期限は、2年間です。

EndNote Webアカウントの登録画面が現れます。
※EndNote Webについては、参考資料をご覧ください。
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「Getting Started with EndNote」が立ち上がります。
「Create a new library」：新規にライブラリを作成する場合。
「Open an existing library」：既存のライブラリを開く場合。

2回目以降は「Getting Started with EndNote」が立ち上がらないので、
新規に作成する場合：「File」→「New」で任意の名前で保存。
既存のライブラリを開く場合：「File」→「Open」で既存のライブラリを選択。
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投稿するジャーナルを設定できます。

グループ分けの表示

取り込んでいる文献の簡易表示です。

ダブルクリックで詳細表示できます。

データ(ライブラリー)の基本画面
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選択した論文のレコードを投稿するジャー

 ナル形式でプレビューできます。

「Search」はライブラリー内を検索できます。

EndNote Webとの連

 携ができます。
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「Integrated Library & Online Search」

全てのレコードを操作できるLibrary

「Integrated Library」

オフラインで操作できるLibrary(通常のLibrary)

「Online Search」

Online Searchで一時的に保存するLibrary
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左ウィンドウの「Online Search」下の「PubMed(NLM)」をクリックすると、

下ウィンドウがPubMedへの検索ボックスに変わるので、検索語を入力します。

(検索フィールドを選択することも可能です)

検索件数が表示されるので、
全て取り込む場合は、「OK」
(全て取り込まれるので、

件数が多い場合は絞り込んで
再検索する事をお勧めします。)

ライブラリに取り込まれた状態です。

文献の取り込み

 
～

 
Online Search（PubMed)

 
統合ライブラリーモードの場合
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仮のライブラリに取り込まれた状態です。
※この状態では、未だ、ライブラリに保存されたわけではありません。

同様に検索し、件数を確認の上、「OK」をクリック。

文献の取り込み

 
～

 
Online Search（PubMed)

 
オンラインモードの場合
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取り込みたいレコードを確認し、
「Ctrl」又は「Shift」を押しながら選択し、

「Copy to local library」をクリック。

選択した論文のみ取り込まれた状態です。
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「Edit」→「Output Styles」→「Open Style Manager…」を選択。

Journal名のリストが表示されるので、
良く使うJournalをチェックして閉じます。

ライブラリ画面の上部に
チェックしたJournalのみリストされま

 す。

参考文献リストの作成

 
～

 
ジャーナル選択
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Word2007とWord2003ともにEndNote X3は対応していますが、

 アイコンの位置などが、異なります。

「Style」と「Update Citations and Bibliography」

 は2007固有の機能です。

参考文献リストの作成

 
～EndNoteとWordの連携



MS Wordで論文作成し、

引用した場所にカーソルを合わせます。

EndNoteで、引用した論文を反転させておきます。
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ツールバーの「EndNote」で、
「Insert Selected Citation(s)」を選択。

文中に引用され、文末に書誌事項がリストされます。
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文中に引用され、文末に書誌事項がリストされます。

EndNoteで引用したい論文を選択し

 「Copy」します。

MS Wordで引用した場所に「貼り付け」します。
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MS Wordで引用した場所にカーソルを合わせます。

EndNoteツールバーから

 「Find Citation」を選択。

検索語を入力し「Find」で検索し、

結果から該当の論文を選択し

 「Insert」をクリック。
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文中に引用され、文末に書誌事項がリストされます。

また、投稿ジャーナルを変更したい場合は、
「Styles」から任意のジャーナルを選択します。
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文中表記、文末のリストの表記が変更された状態です。
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一か所に複数の論文を引用する場合は、
EndNoteで一度に複数の論文を選択しておき、

任意の方法でWordに入れ込みます。
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Word、EndNoteを小さい画面にしておき、
EndNoteからドラッグ＆ドロップしても挿入できます。
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仮の状態(｛Author, Year #})で入り込むので、
ツールバーから「Update Citations and Bibliography」
を選択します。

正規の表記になります。
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WordからでもJournalを新しくリスト化する事が出来ます。
「Style」から「Select Another Styles」を選択し、
任意のJournalを選択し「OK]します。
(この方法では、1つずつしか選択できません)
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「Tools」→「Open Term Lists」→「Journal Term Lists」を選択

Journal名のところで「Ctrl」+「A」を押して全レコードを反転させ

 「Delete Term」をクリック

参考文献リストの作成

 
～

 
Term List
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「Lists」のタブで「Journal」を選択し、
「Import List…」を選択。

「マイコンピュータ」→「C:」→「Program Files」

 →「EndNote ○」→「Terms Lists」を選択

 (「

 
C:¥Program Files¥EndNote X3¥Terms 

 Lists」)。

取り込みたい分野を選択し「開く」をクリック。
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取り込みが完了したら「OK」を押します。

この操作で初めて、Journal名の表記方法が、
「Full Journal」、「Abbreviation 1」「Abbreviation 2」、「Abbreviation 3」
に対応できるようになります。
(それぞれ「フル表記」「省略形式・ピリオド有り」
「省略形式・ピリオド無し」「その他表記」です)
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ドラッグ＆ドロップか
「File Attachments」→「Attach File」で
PDFをはじめとした様々なファイルを

貼り付けることができます。

ファイルの管理
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レコードにファイルが貼り付けられていると、

マークが付きます。
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ファイルを展開する場合は、

マークをクリックするか、
「File Attachments」→「Open File」
又は、レコードを開いてファイルのサムネイルをダブルクリックし

 ます。
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フルテキストを取りたいレコードを選択し、
「References」→「Find Full Text」→「Find Full Text」

又は、

 
アイコンをクリックするか、

右クリックで、「 Find Full Text」→「Find Full Text」

この機能は、出版社やご所属の機関によって注意が必要です。
著作権の問題がありますので、十分に注意してご使用ください。

Find Full Text
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検索が始まると「Searching…(件数)」のグループが現れます。

PDFが見つかった場合、ダウンロードし、
自動的に貼り付けてくれます(「Found PDF」)。
PDFは存在するが、入手に条件がある場合(未契約の有料など)、
入手先のURLを貼り付けてくれます(「Found URL」）。
EndNoteの検索では情報を得る事が出来ない場合もあります
(「Not  found」）。
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EndNoteがフルテキストを探しに行く手段は、「Edit」→「Preferences」で確認・設定ができます。

「ISI Web of Knowledge Full Text Links」：開発元のデータより検索。
「DOI(Digital Object Identifier)」：論文固有の識別番号で検索。
「PubMed LinkOut(U.S.National Library of Medicine)」：PubMedのリンク機能を利用して検索。
「OpenURL Path:」ご所属機関でリンクリゾルバー(ナビゲーションシステム)を利用して検索。
「Authenticate with:」ご所属機関でリモートアクセスを利用して検索。

※ 「OpenURL Path:」、

 
「Authenticate with:」はご所属機関のご担当者にお問い合わせ下さい。
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手動でグループ分けする場合は、
「Groups」→「Create Group」を選択。

⇒任意の名前をつけます。

グループ分け
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グループ分けしたいレコードを選択し、
ドラッグ&ドロップで分けることができます。

グループ名をクリックすれば、
分けたレコードのみを表示できます。
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自動でグループ分けする場合は、
「Groups」→「Create Smart Group」を選択。

検索ボックスが現れるので、任意に設定し、「Save」

検索式に該当するレコードを自動的にグループ分けしてくれます。
新しく取り込むレコードも自動的に振り分けてくれます。
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Group Setを作成する事が出来ます。
「Group」→「Create Group Set」
任意の名前をつけます。

Group Set間をドラッグ&ドロップで移動できます。
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参考資料
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重複文献の発見

重複しているレコードが並列されるので、
残したいレコード上部の「Keep This Record」をクリックします。

「References」
→「Find Duplicates」を

選択します。
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新規にレコードを作成する

「References」→「New Reference」又は、

のアイコンをクリックします。

空のレコードが表示されます。
任意の項目を入力すれば、
ご自身のレコードを作成する事が出来ます。
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Gener ic Journal  Art ic le Book Book Sect ion Gener ic Journal Art ic le Book Book Sect ion

1 Author Author Author Author 28 Custom 3

2 Year Year Year Year 29 Custom 4

3 Title Title Title Title 30 Custom 5 Packaging Method

4 Secondary Author Series Editor Editor 31 Custom 6

5 Secondary Title Journal Series Title Book Title 32 Custom 7

6 Place Published City City 33 Accession Number Accession Number Accession Number Accession Number

7 Publisher Publisher Publisher 34 Call Number Call Number Call Number Call Number

8 Volume Volume Volume Volume 35 Label Label Label Label

9 Number of Volumes Number of Volumes Number of Volumes 36 Keywords Keywords Keywords Keywords

10 Number Issue Series Volume Series Volume 37 Abstract Abstract Abstract Abstract

11 Pages Pages Number of Pages Pages 38 Notes Notes Notes Notes

12 Section Start Page Pages Chapter 39 Research Notes Research Notes Research Notes Research Notes

13 Tertiary Author Series Editor 40 URL URL URL URL

14 Tertiary Title Series Title 41 File Attachments File Attachments File Attachments File Attachments

15 Edition Epub Date Edition Edition 42 Author Address Author Address Author Address Author Address

16 Date Date Date 43 Figure Figure Figure Figure

17 Type of Work Type of Article Type of Work 44 Caption Caption Caption Caption

18 Subsidiary Author Translator Translator 45 Access Date Access Date Access Date Access Date

19 Short Title Short Title Short Title Short Title 46 Custom 8

20 Alternate Title Alternate Journal Abbreviation Abbreviation 47 Translated Author Translated Author Translated Author Translated Author

21 ISBN/ISSN ISSN ISBN ISBN 48 Translated Title Translated Title Translated Title Translated Title

22 DOI DOI DOI DOI 49 Name of Database Name of Database Name of Database Name of Database

23 Original Publication Original Publication Original Publication Original Publication 50 Database Provider Database Provider Database Provider Database Provider

24 Reprint Edition Reprint Edition Reprint Edition Reprint Edition 51 Language Language Language Language

25 Reviewed Item Reviewed Item Reviewed Item 52 Added to Library Added to Library Added to Library Added to Library

26 Custom 1 Legal Note Section 53 Last Updated Last Updated Last Updated Last Updated

27 Custom 2 PMCID

ツールバーから「Help」→「How to use Help」をクリックし、
目次から「Reference Types and Fields」→「List of Reference Types」をクリックし、
任意のタイプを選ぶと、「Generic」との対応表を見る事が出来ます。



インストール後の変更は、
コントロールパネルを開き、
プログラムの追加と削除へ行く。
(Vistaでは、プログラムと機能)

インストールの際に「Custom」を選択。

参考文献リストの作成

 
～

 
スタイルの追加
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EndNoteを右クリックし、
「変更」をクリックするとSetupが立ち上げるので、

「Modify」を選択し、「Next」
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「Additional Styles」の横の「+」をクリックすると、

カテゴリ一覧が開くので、
追加したいカテゴリ横の「×」をクリックし、
「Entire feature will be installed on local hard drive.」
をクリックします。
（Connection、Filterも同様の作業。)
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「Next」→「Next」

インストールが始まり、完了後に「Run」
47



「Edit」→「Output Styles」→「Open Style Manager」を開く

 と追加されていることが確認できます。
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PubMedにアクセスし、検索します。

結果画面で、取り込みた

 い論文の番号横にある

 チェックボックスにチェック

 します。

文献の取り込み

 
～

 
PubMedからの取り込み
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右上部にある「Send to」をクリックします。

ダウンロードが完了したら、
「保存」で任意の名前で任意の場所に保存します。

「File」を選択すると、

下部にメニューが表示されます。

「Format」を「MEDLINE」に選択し、
「Create File」をクリックします。



EndNoteで「File」→「Import」を選択。

「Choose File…」から先ほどのファイルを

 選択し、
「Import Option」から「Other Filters…」を

 選択します。
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「Quick Search」に「pubmed」と

 入力し「Enter↵」を押します。

「PubMed(NLM)」を選択し、

 「Choose」をクリック。

「Import」をクリックします。
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ライブラリに取り込まれた状態です。
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医中誌Webにアクセスし、検索します。
(この例では、アドバンスドモードで検索しています。)

文献の取り込み

 
～

 
医中誌Webからの取り込み
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取り込みたい文献のチェックボックスにチェックを入れ、
上部、又は下部にあるアイコンリストから

をクリックします。
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「EndNote」のロゴをクリックします。

「ダイレクトエクスポート実行」の文字をクリックします。

「開く」を選択します。
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「EndNote」にとりこまれます。
(EndNoteが立ち上がっている場合は、開いているライブラリに取り込まれ、
EndNoteが立ち上がっていない場合は、自動的に立ち上がりライブラリを選択します。)
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★HighWire（PNAS、AACR、JCO、Scienceなど）からの取り込み

①取り込みたい論文のチェックボックスにチェックを入れます。
②「Get checked all abstracts」をクリックします。（Scienceは、「View Abstracts」）
③「Download ALL Selected Citations to Citation Manager」をクリックします。

（Scienceは、「ADD ALL TO CITATION MANAGER」)
④「EndNote」を選択すると、「ファイルのダウンロード」を開きますので、「開く」をクリックします。
⑤EndNoteを開いている場合は、開いているライブラリに取り込まれます。
EndNoteを開いていない場合は、自動的に立ち上がり、取り込みたいライブラリを開くと、自動的に取り込まれます。

★J‐STAGEからの取り込み

①取り込みたい論文の抄録を開きます。
②下部にある「RIS」をクリックします。
③EndNoteを開いている場合は、開いているライブラリに取り込まれます。
EndNoteを開いていない場合は、自動的に立ち上がり、取り込みたいライブラリを開くと、自動的に取り込まれます。

★ScienceDirectからの取り込み
①取り込みたい論文のチェックボックスにチェックを入れます。(又は、取り込みたい論文のAbstractを開きます。)
②上部、又は右側にある「Export Citation」をクリックします。
③「Citations and Abstracts」にチェックし、「RIS format (for Reference Manager, ProCite, EndNote) 」を選び、

「Export」をクリックします。
③EndNoteを開いている場合は、開いているライブラリに取り込まれます。
EndNoteを開いていない場合は、自動的に立ち上がり、取り込みたいライブラリを開くと、自動的に取り込まれます。

文献の取り込み

 
～

 
電子ジャーナルからの取り込み



「Edit」→「Preferences」をクリックし、
「EndNote Web」を選択します。
右上の「Register Online」をクリックして、
Register画面が開きます。

登録したいE‐Mailアドレスを2回入力します。
(既に登録されている場合は次へ進む事はできません。)

EndNote Webについて

 
～

 
アカウント作成
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「＊」部分の項目を入力します。

パスワードについて
8文字以上
「0‐9」「a‐z」「各種記号」
を最低1文字ずつ使用しなければなりません。
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「http://www.myendnoteweb.com/」
にアクセスし、アカウントを入力します。

登録完了の画面です。
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EndNote Webの優位性

・ライブラリの共有が出来る。
・インターネットにアクセス出来れば

どのPCからでも使用できる。

・アップデートする必要がない。

EndNote X3の優位性
・Output Styleなどをカスタマイズできる。
・CWYWの機能がすべて使用できる。
・PDFファイルが保存できる。

EndNote WebとEndNote X3のライブラリは相互に転送できます。
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EndNote Webのライブラリの画面。
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上部の「Collect」を選び、「Online Search」を選択。
「Select」から「PubMed(NLM)」を選択します。
(「P」を押せば、頭文字「P」まで飛べます)

任意の検索をします。

検索件数が表示されるので、
表示件数を指定し、
「Retrieve」をクリックします。

EndNote Webについて

 
～

 
文献の取り込み
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検索結果が表示されるので、取り込みたいレコードの
チェックボックスにチェックを入れます。

「Add to group」から取り込み先のグループを指定します。
(グループ分けしていないレコードは「Unfiled」に入れます。
また、新しいグループを作る場合は、「New 

 
group」を選択します。) 65



追加されたレコードには、「Copied」欄に「✔」が付きます。
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上部の「Organize」を選び、「Manage My Groups」を選択します。
新しいグループを作成するので、「New Group」をクリックします。

別ウィンドウで「Explorer ユーザープロンプト」が開くので、
任意の名前を入力し「OK」。

EndNote Webについて

 
～

 
グループ作成と編集・共有
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新規のグループが出来上がります。

EndNote Webではグループの共有が出来ます。

その場合は、他のユーザーと共有したいグループの

 「Manage Sharing」をクリックします。
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左の画面が表示されるので、
「Start sharing this group.」をクリックします。

EndNote Webアカウントを持っている他の

 ユーザーのメールアドレスを追加し、
「Apply」をクリックします。
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左の画面が表示されると、
共有準備が完了したことになるので、
「Close window.」で画面を閉じます。

共有には2種類あります。
「Read Only」：共有した相手には、

中身を見ることだけ許可する。
「Read & Write」：共有した相手にも

編集できる許可をする。

相手毎に選択する事も出来ます。
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「Manage My Groups」をクリックし、編集画面に戻り、
「Share」にチェックして共有が完了します。
(チェックを入れ、共有アイコンが表示されて初めて

 共有が完了したことになります)

「Others’

 
Groups」では、

他のユーザーから共有許可を受けているグループを

 編集する画面です。
「

 
」は、書き込み可能なグループです。

また、「Show」のチェックを外すと

そのグループは表示されなくなります。
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EndNote WebからEndNoteへ取り込み場合は、
Webのグループを選択し、
「Transfer References from Web to Desktopに
チェックし、「Transfer」をクリック。
(重複は取り込まない場合、「Allow Duplicates」の
チェックを外します)

取り込み完了のメッセージが出れば、

 「OK」をクリックします。

EndNote WebとEndNoteの連携
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Webのグループとして取り込まれます。
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EndNoteからEndNote Webへデータを送る場合は、
「Web」のグループを選択し、
「Transfer References from Desktop to Web」にチェックし、

全てのレコードを送る場合は、
「All References in Library」
グループ毎に送る場合は、
「All Refereces in the Group」にチェックし、送るグループを

 選択し、「Transfer」をクリック。

Webのグループに取り込まれます。
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EndNote X3と同様に「MS Word」と連携させるために、
Plug‐Inをインストールします。

上部の「Format」を選び、
「Cite While You Write Plug‐In」を選択します。

WindowsとMacintohでインストールするプログラムは異なります。

「保存」します。

EndNote Webについて

 
～

 
参考文献集作成
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保存したプログラム（

 
）を起動させ、インストールを開始します。

上部画面で完了を確認し、Wordを立ち上げ、
EndNote X3のツールバーから、「Preferences」を選択します。
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「Application」を選び、「Application」で「EndNote Web」を選択します。

下記にEndNote Webのアカウントを入力し「OK」します。

EndNote Webのツールバーに切り替わります。
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上部の「Format」を選んで、
「Bibliography」を選択します。
「Customize this list」を選択し、
「All」から必要なジャーナルを選択し、
「Copy to Favorites」をクリックします。

「My Favorites」のリストが、
Wordの「Style」にリストされます。
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動作環境

・Windows版

 

OS ：

 

Windows XP SP3 (32bit,64bit）/ Vista

 

(32bit,64bit)

対応ワープロ

 

：

 

MS Word  2003 / 2007 , OpenOffice.org

 

Writer

・Machintosh版

 

OS ：

 

Mac OS 10.5

 

/

 

10.6

対応ワープロ

 

：

 

MS Word  2004 / 2008

・Windows/Machintosh共通

 

RAM容量

 

：256MB以上

 

HD空容量

 

：

 

180MB以上

CPU : 450MHz以上

 

CD-ROMドライブ(インストール時に必要)

１ユーザー、１ソフトウェア、１ユーザー登録でのご利用に制限されています。

ただし、個人使用に限り、

 

3端末までインストール可能です。

データの互換性
■機種間でのデータの互換性：

－ 同じバージョン同士のライブラリは、完全互換

■バージョン間でのデータの互換性：

－ Ver. X以降 のライブラリは、完全互換

－ Ver. 8～9のライブラリは、日英データを自動変換

－ Ver. 7以下のライブラリは、英文データのみ自動変換

※EndNote

 

7 以下のMacintosh版で作成したライブラリで、

日英データが混在の場合には、EndNoteサポートへ要相談
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お問い合わせ先

カスタマーサポート
TEL：0120-551-051

 
E-mail：endnote@usaco.co.jp

(平日：9:00～11:50

 
13:00～17:30)

EndNoteホームページ(USACO作成)
http://www.usaco.co.jp/products/isi_rs/endnote.html

EndNoteホームページ(英語：開発元作成)
http://www.endnote.com/
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